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●自分のクラスと似ているところがあって，す 

ごく共感できて感動的でした。 

●クラスひとりひとりの個性が光っていた。 

●最初はバラバラだった６年２組が劇団を作り 

どんどん深まっていくクラスの絆に感動しま 

した。 

●６年２組の友情が伝わってきてよかったです。 

●私も６年２組に入ってみたいと思いました。 

●まだ一度も劇をやった事がない６年２組の人 

達が劇をやるというのに，わくわくしながら 

読めて，読んでいても楽しかったです。 

うつのみやこども賞とは？ 
市内５・６年生の選定委員さんたちが，月に４冊の本を読んで，年

間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っていま

す。今年度は、２０名の子ども達が選定委員として頑張ってくれま

した。みなさんもぜひ読んでみてください。 

     

年間選定図書一覧 

 

  

 

『劇団６年２組』 
吉野万理子／著 宮尾和孝／絵 

（学研教育出版） 

平成２４年度（２０１２年度） 

～あらすじ～ 

卒業前の発表会で、芝居をすることになった６年２組。四苦八苦する立樹たちに

意地悪をいう慶司。実は、慶司は小さいころ子役でいやな思いをしたのだった。

「シンデレラ」の台本に決まるが、演じていくうちにセリフを変え、自分たちの

芝居を目指すことになる。 

こんなにたくさん読みました！ 

２０１３年３月３日選定会議 


